
国産の未利用
木材を利用した、
新しいマテリアル

日本は国土の約70％が森林で、その森林のうち約40％は人工林が占めています。
ただ現状は森林の手入れが十分に行われておらず、
環境保全の観点からも森林資源の循環利用が進んでいない状態です。
この社会課題を解決するため、国産木材の有効活用を目指した新しい製品を紹介します。

サンノプコ株式会社
営業本部
スペシャリティケミカル部
新規事業開発課
上田 茂喜

サンノプコ株式会社
研究本部
基盤製品研究部
機能樹脂グループ 主任
渡辺 将浩

木粉配合高機能テキスタイル『MOC-TEX®』（サンノプコ株式会社）
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表皮
層

接着
層

基布

●木材の色・香り・触感を有するテキスタイル
●柔軟な木質新素材として身近な用途に使用することができる
●バイオマス度最大80％の素材

・木粉  20～40％
・水性バイオポリウレタン樹脂
 60～80％

・木粉
・バイオポリウレタン樹脂

・綿100％ 織布、編布

■MOC-TEXの特徴と構造

木
材
自
給
率
の
向
上
で

日
本
の
森
林
を
守
る

現
在
の
日
本
の
森
林
の
約
40
％
を
占

め
る
人
工
林
は
、
半
数
以
上
が
樹
齢
50

年
以
上
を
超
え
て
お
り
、
利
用
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
木
材
自
給
率
は
40
％
程
度

で
あ
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能
保
持
の

観
点
か
ら
も
国
産
木
材
の
利
用
促
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
産
木
材
は
住

宅
建
材
や
パ
ル
プ
、
チ
ッ
プ
用
材
で
多

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
近
年
は
熱
源
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
に
使
わ
れ
る

こ
と
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

木
材
自
給
率
が
18
・
8
％
と
低
迷
し
た

2
0
0
2
年
以
降
、
人
工
林
の
充
実
や

国
産
木
材
活
用
を
目
的
と
し
た
政
策

（
例
：
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進

法
）
の
実
施
、
さ
ら
に
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
を
受
け

た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
推
進
に
よ
っ
て

国
産
木
材
の
利
用
が
進
め
ら
れ
た
た
め

で
す
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
木
材
自
給

率
は
2
0
2
2
年
に
40
・
7
％
ま
で
回

復
し
ま
し
た
が
、
政
府
の
目
標
値
で
あ

る
50
％
に
は
到
達
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
現
在
、
製
材
や
建
築
材
に
つ
い

て
は
、
利
用
時
に
出
る
残
材
も
90
％
以

上
が
利
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
間
伐
材
な
ど
製
材
に
適

さ
な
い
未
利
用
木
材
は
い
ま
だ
に
60
％

が
林
地
に
放
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
度
 70
～
 80
％

吸
放
湿
性
に
も
優
れ
た
製
品

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
日
本
の

森
林
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
考
案
さ

れ
た
の
が
、
木
粉
を
使
っ
た
ウ
ッ
ド
テ

キ
ス
タ
イ
ル『
M
O
C-

T
E
X
®

』で
す
。

『
M
O
C-

T
E
X
®

』
の
開
発
は
、
サ

ン
ノ
プ
コ
が
、
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
関
連
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
探
っ
て
い
た

2
0
2
1
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ウ

レ
タ
ン
樹
脂
の
主
な
用
途
の
一
つ
に
合

成
皮
革
が
あ
り
、
担
当
者
の
合
成
皮
革

用
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
の
開
発
経
験
か
ら
木

粉
と
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
を
混
ぜ
た
テ
キ
ス

タ
イ
ル
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
当
時
は
、
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の

搾
り
か
す
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
葉
の
繊

維
な
ど
を
使
っ
た
植
物
由
来
の
合
成
皮

革
な
ど
が
、
本
革
以
外
の
エ
シ
カ
ル
な

選
択
肢
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
サ
ン
ノ
プ
コ
の
取
り
組
み
に

も
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
製
品
の
特
徴
は
、
木
粉
だ
け
で

な
く
、
樹
脂
に
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来

の
原
料
を
使
っ
た
「
水
性
バ
イ
オ
ポ
リ

ウ
レ
タ
ン
樹
脂
」
を
使
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
他
の
植
物
由
来
の
合
成
皮

革
が
バ
イ
オ
マ
ス
度
20
～
30
％
程
度
な

の
に
対
し
て
、『
M
O
C-

T
E
X
®

』
は

70
～
80
％
と
高
い
バ
イ
オ
マ
ス
度
を
実

現
し
、
さ
ら
に
製
造
工
程
で
使
用
す
る

有
機
溶
剤
を
水
に
置
き
換
え
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
を
大
幅
に
低
減
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
木
粉
の
特
性
に
よ
っ

て
、
空
気
中
の
水
蒸
気
を
収
着
し
た
り

放
出
し
た
り
す
る
「
吸
放
湿
性
」
に
優

れ
る
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ノ
プ
コ
が
得
意
と
す
る

工
程
用
薬
剤
の
知
見
を
集
結

『
M
O
C-

T
E
X
®

』
の
構
造
は
、
製

品
に
し
た
際
の
表
面
と
な
る
表
皮
層
、

中
面
の
接
着
層
、
裏
面
の
基
布
の
3
層

で
す
。
表
皮
層
に
は
ス
ギ
木
粉
を
20
～

40
％
、
水
性
バ
イ
オ
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
を
60
～
80
％
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
基
布
も
綿
1
0
0
％
を
使
用
し
て

お
り
、
こ
の
構
成
で
バ
イ
オ
マ
ス
度
を

最
大
80
％
ま
で
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

開
発
に
当
た
っ
て
は
、
当
初
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
国
産
木
材
の
利
用
促
進
だ
っ

た
た
め
、
ま
ず
は
な
る
べ
く
多
く
の
木

粉
を
使
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
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JALグループのサステナブル・チャレン
ジ企画で採用されたヘッドレストカバー

豊富なカラーバリエーションがあり、光
沢やシボのカスタマイズが可能

リュックサックのような複雑な縫
製にも対応可能

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
表

皮
層
の
水
性
分
散
液
中
に
木
粉
を
高
濃

度
で
均
一
に
分
散
さ
せ
る
技
術
で
す
。

表
皮
層
は
木
粉
、
水
性
バ
イ
オ
ポ
リ
ウ

レ
タ
ン
樹
脂
、
水
か
ら
な
る
分
散
液
を

薄
く
塗
工
す
る
こ
と
で
製
造
し
ま
す
。

木
粉
が
均
一
に
混
ざ
ら
な
け
れ
ば
、
表

面
に
穴
が
開
い
た
り
、
色
ム
ラ
が
で
き

た
り
と
い
っ
た
不
具
合
が
起
こ
り
ま

す
。
木
粉
は
粒
径
や
形
状
、
含
水
率
な

ど
に
よ
っ
て
分
散
性
が
大
き
く
左
右
さ

れ
る
た
め
、
開
発
で
は
多
く
の
分
散
剤

の
な
か
か
ら
最
適
な
分
散
剤
を
選
定
す

る
と
と
も
に
、
配
合
比
の
調
整
を
繰
り

返
し
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
表
皮
層
の
水
性
分
散
液
中
で

木
粉
か
ら
出
る
泡
を
消
す
た
め
の
消
泡

剤
、
表
皮
層
の
水
性
分
散
液
の
粘
度
を

調
整
す
る
粘
弾
性
調
整
剤
な
ど
、
サ
ン

ノ
プ
コ
が
得
意
と
す
る
工
程
用
薬
剤
の

知
見
を
集
結
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
2
0
2
2
年
に
は
開
発
に

成
功
し
、
製
造
に
つ
い
て
も
既
存
の
合

成
皮
革
製
造
設
備
で
加
工
で
き
る
よ
う

に
調
整
を
行
い
、
2
0
2
4
年
3
月
か

ら
製
品
と
し
て
販
売
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
木
粉
も
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を

確
保
し
た
も
の
を
使
用
す
る
な
ど
、
品

質
の
管
理
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
や
自
治
体

と
と
も
に
社
会
課
題
の

解
決
を
目
指
す

『
M
O
C-

T
E
X
®

』
は
木
材
本
来

の
色
を
基
本
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
、
お

客
様
の
要
望
に
応
じ
て
色
や
シ
ボ
（
凸

凹
し
た
シ
ワ
の
よ
う
な
模
様
）、
光
沢
、

厚
み
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
で
す
。

現
在
は
徳
島
県
産
木
材
の
間
伐
材
を

用
い
た
ス
ギ
木
粉
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
木
粉
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
や

す
た
め
、
サ
ン
ノ
プ
コ
の
親
会
社
、
三

洋
化
成
の
創
業
の
地
で
あ
る
京
都
の
木

材
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
各
地
の
ブ
ラ
ン
ド
木
材
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ご
当
地
製
品

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
に
は
な
い
特
徴
を
持
つ
『
M
O
C-

T
E
X
®

』
は
各
方
面
で
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
2
0
2
2
年
の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
（
奨
励
賞
）
受
賞
を
皮
切
り
に
、
毎

年
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
、
ア
パ
レ
ル
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
と
い
っ
た
業
界
を
中
心
に
問
い
合

わ
せ
も
増
え
て
お
り
、
現
在
は
複
数
の

お
客
様
と
一
緒
に
も
の
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
3
月
の
J
A
L

グ
ル
ー
プ
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
画
で
は
、
機
内
シ
ー
ト
の
ヘ
ッ

ド
レ
ス
ト
カ
バ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

『
M
O
C-

T
E
X
®

』
は
、
国
産
木
材

を
有
効
活
用
し
、
環
境
保
全
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
た
め
、

S
D
G
s
の
目
標
9
、
12
、
13
、
14
、

15
な
ど
に
幅
広
く
貢
献
で
き
ま
す
。
今

後
も
国
産
木
材
の
利
用
促
進
に
力
を
入

れ
て
い
る
企
業
や
自
治
体
と
連
携
を
深

め
、
よ
り
多
く
の
方
と
一
緒
に
社
会
課

題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。当社製品および開発品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせくだ

さい。使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断
ください。

■MOC-TEXの特徴（本革・合成皮革との比較）

MOC-TEX® 本革 合成皮革

主な原料 植物由来 動物由来 石油由来

植物性バイオマス度（％） 70〜80 0 0

吸湿率（wt％） 2.1 4.4 0.1

放湿/吸湿率（％） 75 63 吸湿しない

消臭性（アンモニア減少率）（％） 100 100 40

エイジング（経年変化） あり あり なし

木質感（色・香り・触感） ○ × ×
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